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(54)【発明の名称】 内視鏡の簡易画像確認装置

(57)【要約】
【目的】  どこでも簡単に持ち運んで、簡単に画像の正
確な確認を行うことができる内視鏡の簡易画像確認装置
を低コストで提供する。
【構成】  簡易画像確認装置のハウジング１０内部に複
数の画像確認用チャート２０を有するチャート板２を設
けるととともに、ハウジング１０に内視鏡１００の先端
部１１２ａを保持するホルダ３を備えている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  対物光学系を有する内視鏡先端部を臨ま
せる観察窓を有するハウジングと、
前記観察窓に臨ませた内視鏡先端部を保持する、前記ハ
ウジングに支持されたホルダと、
このホルダに保持される内視鏡先端部の対物光学系の観
察範囲内に位置させて前記ハウジングに支持させた画像
確認用チャートと、を有することを特徴とする内視鏡の
簡易画像確認装置。
【請求項２】  前記ハウジングは密閉されていて、その
内部に前記画像確認用チャートが位置し、内視鏡先端部
に備えられている照明窓を介して、該画像確認用チャー
トが照明される請求項１に記載の内視鏡の簡易画像確認
装置。
【請求項３】  前記画像確認用チャートは、解像度の異
なる複数がチャート板上に備えられており、このチャー
ト板は、その複数の画像確認用チャートのいずれかを選
択的に内視鏡先端部の対物光学系の観察範囲に移動させ
るべく、ハウジングに移動可能に支持されている請求項
１または２に記載の内視鏡の簡易画像確認装置。
【請求項４】  前記ホルダは、内視鏡先端部を把持開放
する、互いに接離可能な一対のグリップと、この一対の
グリップに、内視鏡先端部を保持する力を付与する弾性
部材とを備えている請求項１ないし３のいずれか１項に
記載の内視鏡の簡易画像確認装置。
【請求項５】  前記ハウジングにさらに、前記画像確認
用チャートに対する内視鏡先端部の位置を定める位置決
め機構を備えた請求項１に記載の内視鏡の簡易画像確認
装置。
【請求項６】  前記位置決め機構が、ハウジングに回動
可能に支持され、内視鏡の先端部側に設けた対物レンズ
と前記画像確認用チャートとの間の光路を遮断又は開放
するシャッタを兼用している請求項５に記載の内視鏡の
簡易画像確認装置。
【請求項７】  前記位置決め機構は、内視鏡先端部が当
接するストッパー板からなっている請求項５または６に
記載の内視鏡の簡易画像確認装置。
【請求項８】  内視鏡先端部と前記画像確認用チャート
との間の距離を調整する手段をさらに有する請求項１な
いし７のいずれか１項に記載の内視鏡の簡易画像確認装
置。
【請求項９】  内視鏡先端部と前記画像確認用チャート
との間の距離を表示する手段をさらに有する請求項８に
記載の内視鏡の簡易画像確認装置。
【請求項１０】  前記ハウジングを内視鏡の移動運搬用
カートまたはテーブルなどの適宜の部分に固定する固定
手段を設けた請求項１ないし９のいずれか１項に記載の
内視鏡の簡易画像確認装置。
【請求項１１】  前記固定手段がマグネットからなる請
求項１０に記載の内視鏡の簡易画像確認装置。
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【請求項１２】  前記ハウジングが分解可能に構成され
ているとともに、洗浄・滅菌用の薬剤に耐える材料で形
成されている請求項１ないし１１のいずれか１項に記載
の内視鏡の簡易画像確認装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】本発明は、内視鏡装置の対物光学系により
得られる画像・画質の確認を行う内視鏡の簡易画像確認
装置に関する。
【０００２】
【従来技術及びその問題点】内視鏡装置は、製造組立の
段階では、対物光学系を有する先端部をＸ，Ｙ，Ｚ方向
に移動調整可能とするステージや所定のパターンを設け
た画像チャートなどを備えた画像確認装置を用いて、画
像のピント、歪み、色調などを確認し、調整している。
【０００３】しかし、内視鏡装置を長期間使用するうち
に、例えば、誤って落としたり、内部の各構成部品が位
置ずれを起こすといったトラブルが発生することがあ
る。このようなとき、内視鏡装置を前記画像確認装置で
観察すれば、内視鏡装置のトラブルが致命的であるか否
かの判断はできるが、内視鏡装置の解像力がどの程度で
あるか、その解像力が悪化しているのか否かを現場で判
断することはできなかった。特に、臓器などにおける微
細な部位を観察するような場合や、複雑な機械内部の細
かい部分を観察する場合には、内視鏡装置の画像・画質
の鮮明さが患部や部品の故障などを発見する上で非常に
重要なかぎを握っている。
【０００４】このような事情にも拘わらず、従来の内視
鏡装置では、内視鏡検査の現場において、内視鏡装置の
解像力がどの程度であるかを判断することができず、内
視鏡装置を製造メーカに持ち込み、製造メ－カで修理す
べきトラブルか否かを決定・判断しなければならなかっ
た。
【０００５】
【発明の目的】そこで、本発明は、前記した事情に鑑
み、内視鏡検査の現場で簡単に画像・画質の確認を行う
ことができる内視鏡の簡易画像確認装置を提供すること
を目的とする。
【０００６】
【発明の概要】本発明は、対物光学系を有する内視鏡先
端部を臨ませる観察窓を有するハウジングと、観察窓に
臨ませた内視鏡先端部を保持する、ハウジングに支持さ
れたホルダと、このホルダに保持される内視鏡先端部の
対物光学系の観察範囲内に位置させてハウジングに支持
させた画像確認用チャートと、を有することを特徴とし
ている。
【０００７】前記ハウジングは密閉（閉じられる）され
ていて、その内部に前記画像確認用チャートが位置し、
内視鏡先端部に備えられている照明窓を介して、該画像
確認用チャートが照明されるのが好ましい。
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【０００８】前記画像確認用チャートは、解像度（空間
周波数）の異なる複数がチャート板上に備えられてお
り、このチャート板は、その複数の画像確認用チャート
のいずれかを選択的に内視鏡先端部の対物光学系の観察
範囲に移動させるべく、ハウジング内部に移動可能に支
持されているのが好ましい。
【０００９】前記ホルダは、内視鏡先端部を把持開放す
る、互いに接離可能な一対のグリップと、この一対のグ
リップに、内視鏡先端部を保持する力を付与する弾性部
材とを備えているのが好ましい。
【００１０】前記ハウジングにさらに、前記画像確認用
チャートに対する内視鏡先端部の位置を定める位置決め
機構を備えるのが好ましい。
【００１１】前記位置決め機構が、ハウジングに回動可
能に支持され、内視鏡の先端部側に設けた対物レンズと
前記画像確認用チャートとの間の光路を遮断又は開放す
るシャッタを兼用していてもよい。
【００１２】前記位置決め機構は、内視鏡先端部が当接
するストッパー板からなっていてもよい。
【００１３】内視鏡先端部と前記画像確認用チャートと
の間の距離を調整する手段をさらに有するのが好まし
い。
【００１４】内視鏡先端部と前記画像確認用チャートと
の間の距離を表示する手段をさらに有するのが好まし
い。
【００１５】前記ハウジングを内視鏡の移動運搬用カー
トまたはテーブルなどの適宜の部分に固定する固定手段
を設けてもよい。
【００１６】前記固定手段にマグネットを用いてもよ
い。
【００１７】前記ハウジングが分解可能に構成されてい
るとともに、洗浄・滅菌用の薬剤に耐える材料で形成さ
れているのが好ましい。
【００１８】
【発明の実施形態】以下、この発明の実施の形態につい
て、添付図面を参照しながら説明する。図１１は、本発
明の対象とする内視鏡１００の全体構成の一例を示して
いる。この内視鏡１００は、操作部１１１と挿入部１１
２を有し、挿入部１１２の先端部１１２ａは、操作部１
１１に設けた湾曲操作装置１１３の操作に応じて上下及
び左右方向に湾曲される。
【００１９】内視鏡先端部１１２ａの先端には、周知の
図示しない対物光学系（観察窓を含む）と照明窓とが設
けられている。前記観察窓から光学ファイバを介して得
られる画像は操作部１１１の近傍に設けた接眼部１１５
で観察することができる。内視鏡先端部１１２ａの前記
照明窓には、コネクタ１１４に接続された光源装置１１
７からライトガイド可撓管１１６を経由したライトガイ
ドファイバを介して照明用光が送光される。また内視鏡
操作部１１１と挿入部１１２の間には、処置具挿通口１
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１８が設けられていて、処置具挿通口１１８から挿入さ
れた処置具は内視鏡先端部１１２ａの先端から突出す
る。なお、内視鏡としては、前記観察窓を介して前記対
物光学系でＣＣＤ（電荷結合素子）上に結像し、該ＣＣ
Ｄで電気信号に変換した画像をモニタの表示画面上で観
察する電子内視鏡を用いてもよい。
【００２０】図１及び図２は、この発明の第１の実施形
態に係る内視鏡の簡易画像確認装置１Ａを示している。
この内視鏡の簡易画像確認装置１Ａは、密閉されたハウ
ジング１０に、画像確認用のチャート板２と、内視鏡の
ホルダ３と、内視鏡先端の位置決め機構４と、チャート
の移動手段５とを備えている。
【００２１】簡易画像確認装置１Ａのハウジング１０
は、表板１１及び裏板１２を、高さが略Ｄの寸法を有す
るリング状の円筒部材１３を挟んで接合させることによ
り筒状に形成されており、画像・画質、解像力などの確
認の際に不要な外光が入射せぬようになっている。図２
に示す表板１１には、内視鏡により内部を観察するため
の観察窓１１Ａが開口されており、図２に示す裏板１２
には、チャート板２をその板厚平面方向に移動させるた
めの、大穴１２Ａが開口されている。このハウジング１
０内部は、可撓性をもつ内視鏡挿入部１１２の先端部１
１２ａに設けられている照明窓を介して、光源装置１１
７から送光された光によって照明される。これにより、
専用の照明装置が不要であり、その分、重量並びにコス
トの削減を図ることができる。なお、ハウジング１０
に、光源装置１１７とは独立した、ハウジング内を照明
する専用の光源を設けてもよい。
【００２２】これら表板１１及び裏板１２は、ねじ(ま
たはピン)１４で一体に接合されているが、このねじ１
４を緩めることで、簡単に分離・分解できる。また、こ
れら表板１１、裏板１２及び円筒部材１３などは、洗浄
・滅菌用の薬剤(例えば、ＥＯＧ滅菌、或はオートクレ
ーブ)に耐える材料、例えば金属にメッキ加工を施して
形成したり、樹脂の場合には、ポリサルフォン、ポリフ
ェニルサルフォンなどを使用して形成している。
【００２３】チャート板２は図４に示すように、解像度
（空間周波数）の異なる複数のチャート２０を有する。
このチャート板２は、密閉（閉じられる）されたハウジ
ング１０の裏板１２の内壁面１２Ｂ側に対して前後左右
に自由に移動可能な状態で設けてある。また、このチャ
ート板２には、前述したチャートの移動手段５を付設し
ており、ハウジング１０に対して移動可能になってい
る。
【００２４】前記チャートの移動手段５は、チャート板
２を螺着させ大穴１２Ａに移動自在に挿入された基台５
１と、チャート板２と同様の大きさを有すると共に中央
にスライド孔５２Ａを開口し基台５１にスライド可能な
状態で外挿された圧接板５２と、基台５１の雄ねじ軸５
１Ａに螺合され、圧接板５２をばね５３の弾性力で押圧
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するグリップ５４とを備えている。このような構成によ
り、グリップ５４を回動させて緩めれば、チャート板２
と圧接板５２との圧接力が弱まり、チャート板２を自由
にスライドさせることができ、グリップ５４を締めれ
ば、チャート板２をハウジング１０に固定することがで
きる。この圧接板５２は、チャートの移動と共に移動し
ても、大穴１２Ａを常時塞ぐことができる大きさに形成
されている。
【００２５】内視鏡のホルダ３は、ハウジング１０の表
板１１に内視鏡１００の先端部１１２ａを保持する。こ
の内視鏡のホルダ３は図１に示すように、対向するＶ字
状開口部３０を有する一対のグリップ３１Ａ、３１Ｂを
備え、２つのグリップ３１Ａ、３１Ｂを閉じる方向に付
勢する弾性部材としてばね３２を設けている。
【００２６】すなわち、一方のグリップ３１Ａは、ハウ
ジング１０の表板１１に螺着されて固定されている。他
方のグリップ３１Ｂは、グリップ３１Ａに固定されたボ
ルト３３及びばね３２を介してグリップ３１Ａ方向にス
ライド可能にしてハウジング１０に取り付けられてい
る。また、グリップ３１Ｂには、２つのグリップ３１
Ａ、３１Ｂを開口させて内視鏡先端部１１２ａを把持す
るための操作ボタン３４が固定されている。これによ
り、一対のＶ字状開口部３０の間に大小各種の大きさの
内視鏡先端部を挟みつけることができる。一対の開口部
３０の形状は、把持する内視鏡１００の先端部１１２ａ
の断面形状に合わせてＶ字状以外の適宜の形状、例え
ば、半円形、多角形などに変えることができる。
【００２７】位置決め機構４は、内視鏡先端部１１２ａ
を当付けて位置決めするストッパ板４１と、内視鏡側の
対物レンズ(図略)とチャート板２との間の光路を遮断又
は開放するシャッタ４２（ストッパ板４１が兼用）とを
備えており、このストッパ板４１がハウジング１０の表
板１１に対して回動軸４３を中心として回動するように
なっている。このシャッタ４２の開閉操作は、レバー４
４で行う。
【００２８】ストッパ板４１は、内視鏡先端部１１２ａ
を突き当てて位置決めするものであり、シャッタ４２
は、レバー４４の操作により、図１の状態のときに観察
窓１１Ａが遮断状態であり、図５の状態のときに開放状
態になる。このストッパ板４１の位置は、突き当て面４
１Ａとチャート板２との間が所定の距離Ｄ、即ち正常な
状態でのベストピント位置でチャート２０を確認できる
明視距離となるように設定されている。
【００２９】次に、この内視鏡の簡易画像確認装置１Ａ
の操作方法の一例を説明する。ハウジング１０を適宜の
位置に固定しておく。そして、このハウジング１０の操
作ボタン３４を押圧することにより、グリップ３１Ｂを
開く。そこで、この開いたグリップ３１Ｂとグリップ３
１Ａの開口部３０に内視鏡１００の先端部１１２ａを挿
入し、内視鏡の先端面Ｓをストッパ板４１に突き当て
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る。上述のように、ストッパ板４１は観察窓１１Ａを閉
じた状態で初期位置に位置しているので、内視鏡の先端
部１１２ａとチャート板２との間の距離が設定間隔、つ
まり明視距離Ｄに調整される。
【００３０】このようにして、内視鏡ホルダ３のグリッ
プ３１Ａ、３１Ｂにより内視鏡１００の先端部１１２ａ
をハウジング１０側に固定したならば、次に、内視鏡先
端の位置決め機構４のシャッタ４２を兼用するストッパ
板４１のレバー４４を図５に示すように、時計方向に回
動させる。すると、観察窓１１Ａが開いて、内視鏡１０
０の先端部１１２ａの対物光学系の視野範囲にチャート
板２の画像確認用チャート２０が位置する。この状態で
光源装置１１７からの照明用光をハウジング１０内に送
光すると、ハウジング１０内のチャート板２が照明さ
れ、これを内視鏡で観察することができる。特に、内視
鏡側の光源からの光を利用してチャート板２を照明する
ことで、図６に示すように、密閉された暗いハウジング
１０の内部が照明されるので、簡易画像確認装置１Ａ側
には特に照明を必要とするものではない。
【００３１】このチャート観察状態においては、チャー
トの移動手段５のグリップ５４を緩めてチャート板２を
その板厚平面内で動かすことにより、解像度の異なる複
数のチャート２０を対物光学系の観察範囲（内視鏡の観
察窓）内に移動させることができ、内視鏡の解像力の判
定が行える。また、使用するチャート板２によっては、
画像のピント、歪み、色調等を正確に確認することも可
能である。なお、この内視鏡としては、対物光学系でＣ
ＣＤ等の撮像素子に結像し、撮像素子で電気信号に変換
した画像をモニタの画面上で観察する電子内視鏡、或い
は観察物体を直接覗いて肉眼で観察する光学ファイバ内
視鏡を用いてもよい。
【００３２】図７及び図８は、第２の実施形態の簡易画
像確認装置１Ｂを示す。この簡易画像確認装置１Ｂで
は、ハウジング６０が、断面がコ字状の有底の表部材６
１と、この表部材６１に螺合させた裏部材６２とで構成
されている点が、第１の実施形態と異なる。表部材６１
に対する裏部材６２の螺合位置を調整することにより、
内視鏡１００の先端部１１２ａとチャート板２との間の
距離Ｄを調整することができる。この表部材６１及び裏
部材６２も、洗浄・滅菌用の薬剤に耐える材料、例えば
第１の実施形態の表板１１及び裏板１２と同じ材料で形
成されている。
【００３３】さらに、この簡易画像確認装置１Ｂには図
９に示すように、内視鏡先端部１１２ａの先端面Ｓとチ
ャート板２との間の距離を表示する表示手段７をハウジ
ング６０の外部に目視可能に設けてある。この表示手段
７は、内視鏡先端部１１２ａの先端面Ｓの一部が外部か
ら覗ける構成のものであり、目盛７１を刻んだ長孔７２
から構成されている。
【００３４】また、この簡易画像確認装置１Ｂには図８
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7
に示すように、ハウジング６０を内視鏡１００の移動運
搬用カートまたはテーブル（ともに図示せず）などの適
宜の磁性体部分に吸着・固定する固定手段８をチャート
の移動手段５´に付設している。図８に示す固定手段８
はマグネット（永久磁石）で構成されており、移動手段
５´のグリップ５４´の後面に設けた凹陥部内に嵌め込
まれて固定され、固定手段８の吸着面が前記凹陥部の開
口内に臨んでいる。この固定手段８はグリップ５４´の
凹陥部内に臨む吸着面で内視鏡１００の移動運搬用カー
トまたはテーブル（ともに図示せず）などの適宜の磁性
体部分に吸着し、ハウジング６０を固定する。
【００３５】このチャートの移動手段５´は、第１の実
施形態のチャートの移動手段５と同様の構成であり、基
台５１と、チャート板２と同様の大きさを有すると共に
中央にスライド孔５２Ａを開口し基台５１にスライド可
能に外挿された圧接板５２と、雄ねじ軸５１Ａに螺合さ
れ、圧接板５２をばね５３の弾性力で押圧するグリップ
５４´とを備えているが、このグリップ５４´は回転軸
方向の長さが、第１の実施形態のグリップ５４よりも長
い。
【００３６】図１０は、第３の実施形態の簡易画像確認
装置１Ｃを示す。この簡易画像確認装置１Ｃでは、本体
９０の裏板９１の中心部Ｏ（内視鏡先端部１１２ａの保
持位置）からの偏心位置に回転軸９２を設けており、こ
の回転軸９２を中心にチャート板２´が回転可能に取り
付けられている。
【００３７】このチャート板２´には、中心部Ｏを通る
半径方向位置に、解像度の異なる複数のチャート２０が
同心状に形成されている。また、このチャート板２´に
は、図２に示すものと同様のグリップを有するチャート
の移動手段（共に図示せず）が取り付けられており、こ
のグリップを回動すると、チャート板２´が裏板９１に
対して偏心状態で回動する。
【００３８】従って、この実施形態では、グリップを緩
めて回動させると、複数のチャート２０が順次、内視鏡
先端部１１２ａの対物光学系の観察範囲（内視鏡の観察
窓）内に移動してくるので、より簡単に解像度の確認操
作が簡単に行える。なお、上述した、いずれの実施形態
でも、チャート２０には、その解像度の表示を設け、ど
の解像度が解像できているかの確認をする。
【００３９】
【発明の効果】以上のように、この発明によれば、ハウ
ジング内部に画像・画質確認用のチャートを設けるとと
ともに、ハウジングに内視鏡の先端部を保持するホルダ
を備えた簡易な構成であり、内視鏡検査の現場に簡単に
持ち運び、その内視鏡検査の現場で内視鏡装置の画像・
画質、例えば解像度を簡単に確認することができるばか
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りでなく、内視鏡の簡易画像確認装置を低コストで提供
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施形態に係る内視鏡の簡易
画像確認装置を示す平面図である。
【図２】図１の簡易画像確認装置を示す側断面図であ
る。
【図３】同簡易画像確認装置を裏面側からみた平面図で
ある。
【図４】図２におけるIV-IV線断面図である。
【図５】同簡易画像確認装置の作用を示す説明図であ
る。
【図６】同簡易画像確認装置に内視鏡をセットしてチャ
ートを観察するときの状態を示す側断面図である。
【図７】この発明の第２の実施形態に係る内視鏡の簡易
画像確認装置を示す平面図である。
【図８】同簡易画像確認装置を示す側断面図である。
【図９】同簡易画像確認装置に設けた距離表示手段を示
す側面図である。
【図１０】本発明の他の実施形態に係る簡易画像確認装
置を示す説明図である。
【図１１】本発明の簡易画像確認装置を用いる内視鏡装
置を示す平面図である。
【符号の説明】
１Ａ      簡易画像確認装置
１Ｂ      簡易画像確認装置
１Ｃ      簡易画像確認装置
１０      ハウジング
１１      表板
１１Ａ    観察窓
１２      裏板
１２Ａ    大穴
１３      円筒部材
２  ２´  チャート板
２０      チャート
３        内視鏡のホルダ
４        内視鏡先端の位置決め機構
５        チャートの移動手段
５´      チャートの移動手段
６０      ハウジング
６１      表部材
６２      裏部材
７        表示手段
８        固定手段
９０      ハウジング
１１２ａ  内視鏡の先端部
Ｓ        内視鏡先端部の先端面
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